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業績予想と実績との差異に関するお知らせ 

 

2022 年 4 月 13 日に公表いたしました 2023 年２月期通期連結業績予想と本日公表の実績値につきまし

て、下記の通り差異が生じましたのでお知らせいたします。 

 

記 

 

（１）2023 年２月期通期連結業績予想値と実績値との差異（2022 年３月１日～2023 年 2 月 28 日） 

  売上高 営 業 利 益 経 常 利 益 
親会社株主に帰属 

する当期純利益 

１株当たり

当 期 純 利 益 

 

前回発表予想（Ａ） 

百万円 

4,000  

百万円 

0  

百万円 

0  

百万円 

0  

円 銭 

0.00  

今回発表実績（Ｂ） 3,709  △256  △245  △228  △16.32  

増減額（Ｂ－Ａ） △290  △256  △245  △228   

増減率（ ％ ） △7.3  －  －  －   

（ 参 考 ） 前 期 実 績 

（2022 年２月期） 
3,616  12  11  △21  △1.56  

 

（２）業績予想と実績との差異の理由 

当社グループは、2022 年 1 月 26 日付の「店舗と EC の OMO 実現に向けたモール型新 EC サイトの

オープン及び EC 関連業務の提携解消に関するお知らせ」（以下、「お知らせ」）に記載の通り、店舗と

EC の OMO を実現し、各ブランド価値の更なる向上、顧客サービスの一層の強化、売上及び利益の中

長期的な拡大を図るべく、ATAO、IANNE、ILEMER、StrawberryMe、Atelier Atao の各ブランドが集

積した新たな自社 EC サイト「ATAOLAND＋（アタオランドプラス）」を当連結会計年度中に段階的に

オープンしております。また、これに伴い ATAO 及び IANNE ブランドのインターネット販売に係る株

式会社デジサーチアンドアドバタイジング（以下、「デジサーチ社」）との商品販売基本契約を 2022 年 7

月末をもって終了しております。 

上記「お知らせ」等にも記載の通り、デジサーチ社との商品販売基本契約の内容が、顧客獲得等に係

る販売促進費等の大半が当社負担であるにも関わらず、インターネットサイトに関する知的財産権等及



 

 

びインターネット販売に係る顧客情報等がデジサーチ社のみに帰属するという歪な構造であり、新たに

立ち上げた自社 EC サイトではこれまでの顧客情報が全くない中での事業開始となることから、一時的

にインターネット販売が減少する可能性があると想定しておりました。 

当社からは、デジサーチ社に対して、新たな自社 EC サイトへのスムーズな移行を実現し、また、当

社ブランドのお客様の誤認、混同による被害が起こらないように、契約の終了に伴い旧 EC サイトでの

当社商品の取扱いが終了すること及び ATAOLAND＋がオープンすることを旧 EC サイト内で告知する

よう依頼したものの、実施されませんでした。また、デジサーチ社が当社との契約が継続している期間

中に新たに立ち上げたブランドに関して、お客様から、EC サイトや商品の形状等が当社ブランドと類

似している、知らないブランドから頻繁にメルマガが配信される、両ブランドの関係性、誤って購入し

てしまった等の問い合わせや苦情等が多く寄せられており、お客様が両ブランドや EC サイト等を誤

認、混同するケースが当社の想定以上に多く発生していることが分かりました。このため、当社は、各

種媒体を通じた ATAOLAND＋への移行等に関する告知や「紛らわしいサイト」に関する注意喚起のほ

か、デジサーチ社の EC サイト内やメルマガ、インターネットの検索広告における当社に関連する文言

の削除、デジサーチ社が運営する楽天等のモール内における当社商品に関するレビューコメントのリン

クの削除等の各種対策を行っております。 

また、自社 EC サイトへの切り替えに伴い、ブランディング等の観点から、従来展開していた楽天等

の EC モールへの出店については引続き慎重に検討する方針といたしました。 

加えて、資材価格の高騰や急激な円安の進行等に伴う仕入価格及び販売価格の値上げの影響等によ

り、売上高の実績が予想を下回る結果となりました。 

利益面に関しましては、上記売上高の減少のほか、お客様の誤認、混同の低減や新規顧客獲得のため

のインターネット広告に係る販売促進費や TVCM を含むプロモーション費用等が当初想定以上に発生

した影響を受けました。加えて、期末において前期以前にデジサーチ社の販売予測に基づく強い要請に

より発注したこと等によるたな卸資産の評価損を計上したこと等により、実績が予想を下回ることとな

りました。 

 

※ 2023 年２月期通期の業績の詳細につきましては、本日公表の「2023 年２月期決算短信」をご参照く

ださい。 

 

以 上 


